
①グループが活動を始めたきっかけ・活動目的

・きっかけは・・・「生命のメッセージ展 inみえ」への参加

2010年から2013年まで三重県内の大学生が中心となり「生命のメッセージ展 inみえ」

開催してきました。4年間開催していく中で幅広い世代の沢山の方々ご来場いただきました。

しかし、結成当初掲げた「大学生から大学生へいのちの重みや尊さを伝える」ことが毎年

課題に挙がっていました。そして私たちは少しでも近づくためもう一度初心に帰り、一か

ら大学生の力でイベントを立ち上げ、大学生から発信していきたいと考えたからです。

・目的とは

来場者に対して、悲惨な交通事故の実態を提示するとともに、若者の交通事故被害者及

びその遺族の生の声を届け、いのちの重さやその尊さを発信することを目的としています。

特に、運転免許を取得する若者に対して、いのちの大切さを通して、交通事故が身近なも

のであること、安全な自動車運転を自覚してもらうことを目指します。

②グループのメンバー構成

大学という垣根を越えて、三重県内の 5つの大学（皇學館大学

鈴鹿医療科学大学、鈴鹿国際大学、三重大学、四日市大学）に通

大学生が有志で集まり、顧問や代表の力を借りつつ、大学生を中心

に大学連合を組んで実行委員で運営しています。また、大学も異な

り、話す機会や交流もなかなかないできないため、会議のある日や

作業日の時に打ち上げを行なっています。

代表：栗原輝雄（皇學館大学教授）

顧問：山本俊彦（三重大学教授）

鷲見三重子

実行委員：皇學館大学 5名、鈴鹿医療科学大学 3名、鈴鹿国際大学 2名、三重大学 13名、

四日市大学 2名 （計 25名の予定）

③現在の主な取り組み内容

メインのテーマは交通事故ではありますが、今年度はサブテーマを「ありがとう」と設

いのちのキャンパス
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定しました。1人ひとりにありがとうと言う心の余裕があれば、自動車の運転も余裕を持っ

て周囲を見て行うことができますし、未然に交通事故を防ぐこともできます。また、この

機会に普段当たり前だと思ってしまっている何気ないこと、普段ありがとうとなかなか言

えない家族や友人にありがとうと伝えてほしいという願いからこのテーマにしました。

そして、開催に向けて現段階では主に【協賛】【広報】【企画】【協力団体】の 4班に分け

て活動しています。

【協賛】：開催にはたくさんの費用がかかるため、開催

地である津市の企業や店舗に電話や直接訪問

することでいのちのキャンパスの趣旨を理解

していただいています。そして、協賛金とい

う形で協力していただけないかをお願いし、

運営に必要な資金を集めています。協賛して

いただける企業にはカラーチラシや会場に企

業名を掲載させていただくようにしています。

ていただくために情報を発信しています。いのちのキャン

パスの開催を多くの人に知ってもらうこと、またいのちのキャンパスの目的であ

る「いのちの重みや尊さ」を感じていただくために、TV、ラジオ、新聞、雑誌等

の広告媒体による宣伝の依頼をしています。

【企画】：会場を把握し、当日のタイムスケジュールやテー

マに合った装飾やその配置を中心となって考え、

作成しています。また、協賛先、行政機関、大学や

開催地の小中高校等に配布するカラーチラシの作成

も行っています。

【協力団体】：協力してくださる学生団体（部活、サークル、

団体等）にいのちのキャンパスの趣旨を説明し

理解していだたいた上で当日テーマを取り入れ

たパフォーマンスや演奏、演舞をしていただく

予定です。

さらに、いのちのキャンパスは初年度であるために、なるべく多くの方に周知、そして

来場していただけるように行政のご協力していただき、さまざまなイベントに参加させて

いただきました。

④地域との連携の具体的な状況

協賛を行う際に、開催地にあたる地域の企業と連携し、いのちのキャンパスを開催して



いきます。地域のご理解・ご協力があってこそ、その地域で開催ができます。また、協賛

金をいただき、カラーチラシや会場に企業名や広告を載せるだけではありません。この活

動に対しての意見や交通事故の実体験など普段お話しできないことをこのいのちのキャン

パスを通して学ぶことができ、そして応援もしていただき、活動の力にもなっています。

現在、協賛は 25社ご協力いただき、また来年度からの活動に繋げることができました。

⑤これまでの取組の成果・課題

グループが活動を始めたきっかけでもある「生命のメッセージ展 in みえ」はより多く

の来場者に、「生命の重さや尊さ」を感じていただきました。昨年度は開催から念願であっ

た鈴木英敬三重県知事にもお越しいただき、さらに活動が認められベストプラクティスコ

ンテストでは大賞をいただきました。しかし、このまま続けていくと当初の目的であった

「大学生から大学生に伝えていく」ことができなくなってしまうと考えたため、新たに私

たちの力でイベントを立ち上げていくことにしました。

これから来年度からの開催にあたって課題は 3 つあります。①いのちのキャンパスの目

標でもあるより多くの大学生に来場するにはどのような方法があるのか。②いのちのキャ

ンパスに興味を持ってもらえるにどのように工夫していけばいいのか。③実行委員として

所属するメンバー１人ひとり会議の出席人数を増やす方法、年々実行委員が変わっていく

ので新たな実行委員の募集も行っていくことです。

⑥今後の方向性・将来の夢

将来の夢は交通事故をゼロに近い数字になるように、１人ひとりが安全な自動車運転に

心がけていける社会にしていくことです。そのためにも私たちのような大学生から伝え、

いのちの大切さを発信していきたいと思います。

最後になりましたが、私たち人間は尊いいのちをひとつしか持っていません。しかし、

幾度なく「いのちは大事、大切」と教えられていたとしても、交通事故を始めひとりひと

りが日頃気を付けていないと簡単に奪われてしまいます。

いのちのキャンパスは今日 3 月 1 日（土）、2 日（日）

10：00～17：00まで三重大学環境情報科学館にて開催し

ています。「いのちの重みや尊さ」を感じ、交通事故の実

態、被害者や遺族の生の声を聴き、自分の身近な人と意見

をシェアしてみてください（詳しくはチラシを参考にして

ください）。少しでも自分自身の気持ちに変化があるので

はないかと思います。これを読んでいる方、今日から、い

や、今からでいいのです。自分に出来る事を考え、行動し

てほしいと願っています。






